
長洲町更生保護協議会　創立 50周年記念式典

長洲校区グラウンドゴルフ大会腹赤小学校で環境学習を行いました

第30回長洲有明ライオンズクラブ中学生（U-14）サッカー大会
犯罪や非行のない社会の実現を目指して

青空のもと、元気にプレー！町と協定を結ぶ福岡大学の研究を子どもたちに

優勝を目指して熱い戦い

町更生保護協議会（猪本一男会長）は、
ながす未来館で創立 50 周年記念事業を開催しまし
た。
　式典では、同協議会に 10 年以上在職後に退会し
た人や在職 30 年、20 年、10 年を迎えた人たちに感
謝状や表彰状が贈呈されました。
　また、前県知事の潮谷義子氏による記念講演に加
え、全国の受刑者が作った刑務所製品の販売も行わ
れました。
　猪本会長は「行政、関係機関団体や住民に感謝す
ると共に、今後も更生保護事業に取り組み、地域の
力を集めて安心して暮らせる安全な地域を作りたい
です」と述べました。

長洲校区公民館（玉ノ木龍兒館長）は、長
洲小学校運動場で長洲校区グラウンドゴルフ大会を開催
しました。
　この大会は校区民の親睦融和と健康増進を目的に毎
年開催されるもので、今年は 21 チーム（13 行政区）約
130 人が参加しました。
　当日は天気に恵まれ、絶好のグラウンドゴルフ日和と
なり、参加者の皆さんは親睦を深めながら、元気いっぱ
いにプレーを楽しみました。
　結果は次のとおりです。

団体 個人
優勝 下東GG愛好会 永田　俊弘さん（東荒神）
２位 新山 B 中山　由孝さん（新山）
３位 東荒神A 出村　勝政さん（松原）

腹赤小学校（福田賢一校長）は、5、6 年
生を対象に環境問題について理解を深める「環境学
習」を行いました。
　この日は、町と連携・協力して、長洲干潟の環境
改善、水産資源の生息環境の改善および再生の研究
をされている福岡大学工学部の渡辺亮一教授を講師
に招き、「フルボ酸鉄シリカ資材を用いた干潟浄化」
の取り組みについて、小学生に分かりやすく説明し
ていただきました。
　授業を受けた子どもたちは「フルボ酸鉄シリカ資
材の効果が分かりました」、「潮干狩りに行って、干
潟を耕すことはいいことだと知りました」などの感想
が聞かれました。

長洲有明ライオンズクラブ（中村正一郎
会長）は、「第 30 回長洲有明ライオンズクラブ中学
生（U-14）サッカー大会」を開催しました。
　この大会には、熊本県内や福岡県、長崎県などか
ら 16 チームが参加。優勝を目指し白熱した試合が繰
り広げられました。
　結果は、次のとおりです。
●優　勝　シャルム FC 熊本（熊本市）　
●準優勝　二岡中学校（熊本市）
●第３位　花陵中学校（熊本市）
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賞状を授与する猪本会長（左）

団体優勝の下東GG愛好会の皆さん子どもたちに取り組みを説明する渡辺教授（左）

プレーをする選手たち

平成 30年度腹栄中学校・長洲中学校立志式

吉本英晃さん（六栄小 2年）が会長賞を受賞熊本北部漁業協同組合が一番摘み海苔を寄贈

株式会社那須商会に感謝状を授与
翔け！未来に

水の大切さをポスターで表現地元の味を堪能してほしい

半世紀にわたり町衛生行政に貢献

町青少年育成町民会議（福田了栽会長）は、
ながす未来館で、平成 30 年度腹栄中学校・長洲中
学校立志式を開催しました。
　これは、中学 2 年生を対象に、自分の将来の目標
を考え、それに向かって努力しようとする気持ちを
高めることを目的に毎年行っているものです。
　この日は、町出身で日本航空（JAL）機長の古澤 
誠さんを講師に迎え、「翔け！未来に」というテーマ
で講演がありました。 
　古澤さんは、「何事も全力で取り組み、一歩を踏み
出す勇気を持ち、新しいことへ挑戦することが大事」
と子どもたちへ熱いエールを送りました。

荒尾・長洲地域地下水利用対策協議会（角町博
記会長）が主催する「水または地下水に関するポスター」で、
六栄小学校 2 年の吉本英晃さん（古城区）が会長賞を受賞
しました。
　これは、同協議会が住民に向けて地下水保全に関する普及
活動の一環として行っているもので、荒尾・長洲地域の小学
生を対象に開催されているものです。
　ことしは、53 点の応募があり、吉本さんの他にも多数の町
内小学生が入選しました。
　表彰者については以下のとおりです。
　会長賞　吉本　英晃さん（六栄小 2 年）
　特　選　木山　瑠莉さん（腹赤小 6 年）
　入　選　木山　友也さん（腹赤小 2 年）
　　　　　市川　芽優さん（六栄小 2 年）
　　　　　藤本　真央さん（清里小 6 年）
　佳　作　城戸　望織さん（六栄小 2 年）

熊本北部漁業協同組合（上田浩次代表理
事組合長）は、町役場を訪れ、長洲で採れた一番海
苔 4,400 枚を寄贈しました。
　これは同組合が「海苔の日（２月６日）」にあわせ
て地元特産の味を知ってほしいと始めたもので、約
30 年以上前から毎年行われています。
　上田組合長は「地元長洲で採れた海苔を、子ども
たちにおいしく味わってほしい」と話しました。
　なお、寄贈された海苔は、町内の小中学校や幼稚園、
保育所で給食時に配られました。

町は株式会社那須商会（那須敏代表取締
役）に感謝状を授与しました。
　これは、会社創業以来 55 年にわたり、し尿くみ取
りおよびごみ収集運搬業務など町の衛生業務に従事
し、町衛生行政に貢献してきた功績に対して贈られ
たものです。
　那須代表取締役は、「これからも町衛生業務の遂行
に、社員一丸となって邁進していきたいです」と抱
負を語りました。

これまでの貴重な体験を生徒たちに話す古澤さん

賞状を手にする吉本さん（中央）海苔を寄贈する上田代表理事組合長（左）

中逸町長と感謝状を手にする那須代表取締役、久冨部長、福井氏（右から）
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